
1．無線センサ・ネットワークと
Sun SPOT

● 無線センサ・ネットワークと，それを実現するデバ

イス

私たちの身の回りにはセンサがあふれています．温度セ

ンサや光センサ，タッチ・センサ，人感センサなど，小さ

なセンサ部品がさまざまな製品に埋め込まれ，毎日の生活

を便利にしています．

さて，これらのセンサがそれぞれに小さな頭脳を持ち，

互いに通信し合うようになったらどうなるかを想像してみ

てください．小さな駆動装置が組み込まれているものもあ

ります．数も数個，数十個ではなく，何千，何万と増えて

いったら，どうでしょう？　私たちのような生命体も，同

じようなモデルだと見なせるかもしれません．あるいは

ジュラシック・パークの原作者として有名なマイクル・ク

ライトンの「プレイ（Prey）」というSF小説を思い出される

方もいるでしょう．

無線センサ・ネットワークは，このような領域を対象と

して10年ほど前から研究が始まりました．その後，セン

サも多種多様なものが登場するようになり，無線チップや

プロセッサなどの小型高性能化と低価格化が進んだ結果，

現在ではユビキタス社会を実現するための重要な技術とし

て注目されるようになっています．

本稿では，このような無線センサ・ネットワークを構成

するデバイスを取り上げます．基本的な構造は図1のよう

なもので，入力を行うセンサと出力を行うアクチュエータ，

無線通信モジュール，そしてこれらを制御するコントロー

ラから構成されています．コントローラ部分はマイクロプ

ロセッサやメモリを備える小さなコンピュータで，この部

分をプログラムすることで「小さな頭脳」を実現します．

● 無線センサ・ネットワーク開発環境の現状

コントローラ部分のプログラミングには，周辺のデバイ

スに使われている電子回路に関する知識と合わせて，使用

しているマイクロプロセッサのアセンブリ言語や組み込み

機器向けのC言語の知識が要求されます．そのため，無線

センサ・デバイスを提供するベンダの多くが同時に開発

ツールを提供していますが，これらはベンダごとに異なる

ことが多いため，使いこなせるようになるまでにはある程

度の訓練が必要です．さらに無線ネットワークに関する知

識も必要で，特にパソコンと連携させる場合には，パソコ

ン上のアプリケーション開発に関する知識も必要となりま

す．このようなことから，無線センサ・ネットワーク・デ

バイスに関連するアプリケーションの開発は，一般的な組

み込みアプリケーションの開発と比べ難易度が高いものと

考えられていました．

一方，パソコン上のアプリケーションやサーバ系アプリ

ケーションに目を向けてみると，さまざまなオープン・

ソース化の影響も手伝って，無償で汎用性が高く使い勝手
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のよい統合開発環境（IDE）の普及が進んでいます．その結

果，特にJava，Ruby，PHPなどの言語で書かれたアプリ

ケーションの開発は，生産効率の高いものになっています．

● Sun SPOTの登場とさまざまな応用事例

このような背景から，無線センサ・ネットワーク・デバ

イス分野のアプリケーション開発に一石を投じるべく登場

し た の が Sun SPOT（ Small Programmable Object

Technology）と名付けられた小型の無線センサ・ネット

ワーク・デバイスです．Sun Microsystems（以降Sun）社

の研究開発部門で開発されたSun SPOTは，Javaを使っ

てコントローラ部分をプログラムできるデバイスです．パ

ソコンやサーバのアプリケーションで広く使われている

IDEですべての開発を行うことができ，デバイスで動くア

プリケーションもパソコン上で動くアプリケーションと同

じ方法で開発できるようになります．

Sun SPOTは，無線センサ・ネットワークの研究やアプ

リケーション開発を容易にするのを目的としたもので，無

線センサに関連するちょっとしたアイデアのプロトタイプ

を作る際に大きな効果を発揮します．また，これは Java

や組み込み技術を学ぶ際の教材としても，あるいはロボッ

トや無線を使ったゲーム開発など，趣味や娯楽のためにも

活用できるでしょう（図2）．

Sun SPOTの利用者は技術者だけとはかぎりません．カ

リフォルニアにある芸術系大学の学生たちは，Sun SPOT

で新しい楽器を作りました．Sun SPOTを両手に持って踊

ることで，それに合わせた音楽を演奏する，という斬新な

アイデアを，たった1人のプログラマの助けで実現したそ

うです．また，Sun社は移動コンテナ型のエコ・データ・

センサを作りました．このコンテナには移動中の位置情報

や温度，湿度，振動などをSun SPOTを利用して収集す

るシステムが実装されていますが，その開発に要した時間

は2週間ほどだったそうです．

図3はSun SPOT内蔵の加速度センサと8個のLEDを

使って，左右に振ったときに空中に文字が浮かび上がるよ

うにしたものです．小さなJavaプログラムを用意するこ

とで，このような遊び心のある表現も可能になります．

家庭用ゲーム機にもセンサを利用したものが登場してき

ました．リモコンを振ったり，ボードの上でバランスを
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頭の中で考えているだけではなかなか面白いものは生まれ

ないけれど，実際に手にとって動かせるものがあると，きっ

と新しいアイデアがどんどん生まれてくるはず．

そんな発想からSun SPOTは誕生しました．

プリント基板むき出しではなく，きちんとデザインされた

ケースに入って，どこにでも持ち出せる手頃な大きさのガ

ジェット．3色のLEDが光って，そのままでもいろいろな

センサの動きを体感できる．一見するとオモチャのようだけ

れど，実は無線通信もできるしJavaで本格的なプログラミ

ングもできる．こんなSun SPOTを手にしたあるプログラ

マは，「何かができそうだ」というわくわくした気持ちになっ

たそうです．

図2
いろいろなSun SPOT
ガジェット


